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市政だより 交通事故相談日 11 人権相談日

2月26日 (火) 11 2月26日(火〉

市住所第1会議室 11市役所第1会議室
10時--15時 10時--15時
なるべく事故に関 11
係の書類をこ持参 11 お気軽にどうぞ
下さい
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この美しさをいつまでも

こんなところにもゴミカt

山のようなゴミ

海岸iこ捨てられたゴミの焼却 主婦たちも総出で参加

dfふるさとの海を奨し く*
きれいになった海岸

最近の生活向上にともなう ゴミの種類は複雑多様化

して、海や海，字lとど‘ニーJレ、プラスチ ックなどゴミや

廃品が捨てられ、生、活の汚水と共に、ふるさとの海は

昔の面影をなくそう としています。

1月26日 『大村湾をきれいにする会大村支部Jでは

午前8時寒い北風の吹く中で、松原から三浦まで大村

湾の清掃を行いました。 この日参加したのは漁協関係

者がほとんどで 約350人、海と海岸からゴミを集めて
は廃油をかけ焼いてしまいました。

『大村湾をきれいにする会』は昭和47年に関係市町村

で結成され、水質汚染の防止や環境保全に努め、昨年

も7月lζ清掃作業やお盆の精霊流しの規制を実施しま

したが、心ない人たちの不法投棄に頭を痛めておりま

す。お互いにふるさとの海は美しくしたいものです。
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寒い北風の中

みんなできれいに
『大村湾を

きれいにする会』

/ 

O 

ラ，

'-

v 

'-

を

と

じ

，で

下

さ

し、

O 



(2) 

④

④

④

①

④

④

④

④
 

市
民
生
活
の
安
定
を

り

生

活

必

需

おおむ

c 
ロロ

の

販
売
価
格
を
調
査

市政だより

昨
年
の
十
月
頃
か
ら
生
活
肘
品

が
居
頭
か
ら
消
え
、
異
状
な
物
価

の
値
上
り
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の

生
活
を
お
び
や
か
し
ま
し
た
。

市
は
早
速
昨
年
十
二
月
、
市
民

生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
『
生
活

物
資
対
策
大
村
市
民
会
議
』
を
結

成
し
ま
し
た
。

白
川

氏
自
》
川

円
刀
川

門
/
ι

川
川

年
川

門
同
d

川
山

d
斗
l
H
H

和
川
昭

川

一
方
国
で
は
「
国
民
生
活
安
定

緊
急
措
置
法
」
並
び
に

「
石
油
需

要
適
正
化
法
」
を
昨
年
十
二
月
に

今
年

一
月
に
は
「
灯
油
、
液
化
石

油
ガ
ス

の
標
準
価
格
」目を
設
定
し

一一
月
か
ら
は

『
チ
リ
紙
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
』
の
標
準
価
格
を

次
の
と
お
り
制
定
し
、
乙
れ
ら
の

販
売
庖
に
は
、
標
準
価
格
と
自
庖

販
売
価
格
を
居
頭
の
見
や
す
い
と

乙
ろ
に
張
り
出
さ
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

④
標
準
価
格

灯
油

正
味

一
八
E

三
百
八
十
円
以
下

配
達
料
五
十
円
以
内

液
化
石
油
ガ
ス

十
均
千
三
百
円

※
メ
ー
タ
ー
器
使
用
の
場
合
は

約
四
・
五
d
が
十
均
相
当
と

な
り
ま
す
。

チ

リ

紙

八
百
枚
(
一

組
)

二
百
三
十
五
円

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

(古
紙
再
生
の
も
の
)

長
さ
四
十
五

m
も
の

四
個

一
組

二
百
円

長
さ
五
十
五
戸
も
の

四
個
一
組
二
百
二
十
円

長
さ
六
十
五
m
も
の

四
個
一

組

二
百
四
十
円

パ
ル
プ
製

長
さ
六
十
例
も
の

四
個

一
組
二
百
四
十
円

そ
乙
で
市
は
二
月
四
1
六
日
の

三
日
間
、
市
内
の
小
売
価
格
を
調

査
し
そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た

二
月
十
二
日
市
制
三
十
二
周
年

山

f

-

f

彰
v

記
念
式
典
が
午
前
十
時
か
ら
市
役
大
村
コ
ン
ク
リ
ー
ト

d
M

間

以

表

所

大

会

議
室
で
行
わ
れ
、
市
政
に

株
式
会
社
殿

-e-z-4'7 

回
開
拘
年
叫
況
を

功
労
の
あ
っ
た
次
の
方
々
と
、水年

川

添

福

一

殿

必
拘
周
白
山
一仰

シ
)

勤
続
な
ど
職
員
の
表
彰
が
あ
り
ま

tm蜘

2
t穏
な

し

と

。

‘

辻
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治

男
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山
拘

3

決

色

7

高

野

良

一

殿

一

一

紙

制

問

鉱

山

拘

市

政

功

労

者

(

順
不

同

)

岸

川

喜

代

一

殿

・
1
1
g

功

井

手

寿

謙

殿

山

藤

原

正

忠

殿

出

口

知

三

郎

殿
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昭和 49年 2月現在

l竹松一福重松原地区
(27軒 (8軒〉

表

西大村地区

(46軒〉027軒〉

380円 1__  .380円 1_ _ 380円 1__  380円 1__  380円380円18t' 油

剤 120--12_41_120--12_4_1_120--12_4 1_120--12_4 1_120--124 120--124 500 g 

700枚

団副

健
康
で
仕
事
に
は
げ
み
楽
し
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

査

!三浦、鈴田 |大村地区

|地区(6軒) I (40軒〉

調格価

全市平均h竺11

トイレッ トペ ーノY ー

4巻
1.8t' 
特上

上

中

一_2QL一一I--~盟一一 1_ _ 21_1_ 1 __  21_3 _1 __  204 

収 1_ 9: I 90 I 2 J T」」;lJ;
51_1_1  __  5旦←ー1__  50_ 9 1 __  50_7_. 

214 

507 

9 

リ紙

ノf ン

216 

419 440 428 410 424 
ショ ーユ

市

37_8_1  __  37_2_1 _ _ 40_0_ 1 _ _ 37_5_ 1 __  394 383 1/ 

356 H 
民

333 並H 憲

l:J;:ι1. .28;80 1 ソ5L8j 1 47 i γ l 32 

340 
砂

下

1 K 糖

ノ/

tt
 

~. _~L__I __ 22_1 _1 222 1__21_7 _1_ 220 221 

210 ー 1__  20_7_ 1 __  19_5 _1一一一 21也一一

示こlつ20- 1= 553 1 叫 1 __  55_1 _1 __  581 

ソ

H 

12_8 _ 1_ 134 139 129 108 128 1 K 麦



昭和49年2月15日りおおむ市政だより(3) 

ーー

2月28--3月13日

"火災は日頃の準備で

春の火災予防運動

親

切う"しょ防ぎま

で

き

ま

り

を

守

る

市

民

春
の
火
災
予
防
運
動
は
二
月
二

十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
で

す
。
(
前
半
の
七
日
間
は
車
両
、

林
野
の
火
災
防
止
を
重
点
的
)

火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま
た

異
常
乾
燥
な
ど
に
よ
り
大
火
に
な

り
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
当
り

市
民
一
人
一
人
の
火
災
予
防
思
想

の
高
揚
を
は
か
り
、
火
災
を
防
止

し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

八
重
点
実
施
事
項
〉

一
、
わ
が
家
の
避
難
点
検

ァ
、
家
族
の
話
合
い
に
よ
る
避
難

方
法
の
決
定

ィ
、
老
人
、
子
供
、
病
弱
者
な
ど

の
就
寝
場
所
の
総
点
検

二
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た

ば
こ
の
防
止

三
、
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点

検
の
励
行

※
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

火
災
予
防
運
動
期
間
中
毎
日
午

後
八
時
を
「
消
防
の
時
間
」
と
定

め
、
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
吹
鳴
し

ま
す
の
で
火
の
元
点
検
を
励
行
し

耳
の
こ
と
な
ら

藤
戸
三
郎
さ
ん
い
何
で
も
わ
か
る

相

談

会

本
年
一
月
一
日
付
で
法
務
大
臣
山

三
月
三
日
は
日
み
み
の
日
け
で
~

か
ら
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
に
山
ー
-
ー
。

、

委

嘱

さ

れ

ま

し

た

。

・

市
は
こ
の
日
を
記
念
し
て
「
耳
~

大
村
市
一
番
地
藤
戸
三
郎
さ
ん

v山
の
こ
と
な
ら
何
で
も
わ
か
る
相
談
山

人
権
擁
護
委
員
は
憲
法
で
保
障
山
川
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
山

さ
れ
て
い
る
私
た
ち
の
基
本
的
人
H

i

山
日
時
三
月
三
日

権
(
国
家
社
会
に
お
い
て
幸
福
な
山

午
前
十
時
J

午
後
四
時

生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
人
間
と
ん
山
場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

し
て
の
権
利
を
い
い
ま
す
)
が
犯
内

i

山
相
談
事
項

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
救
済
の
た
め
h

…0乳
幼
児
の
難
聴
、
耳
疾
な
ど
で
~

に
適
切
な
処
置
を
と
る
と
共
に
、

お
困
り
の
方

常
に
自
白
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

v

に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お
)
(
み
み
の
日

り
、
通
常
法
務
局
大
村
支
局
内
で
山

3
月
3
白
川

人
権
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

山
O
事
故
、
病
気
な
ど
で
耳
が
悪
く
山

な
っ
た
方

電

話

機

の

移

転

工

事

山

山
O
老
齢
の
た
め
耳
が
遠
く
な
っ
た
~

申

込

み

は

お

早

目

こ

ん

方

(

一，

d

l

-

y

v

，

山
O
耳
鳴
り
、
耳
痛
で
お
困
り
の
方
山

ヤ
品
レ

-

H

け
避
け
る
た
め
、
家
屋
の
増
改
築
山
:当
日
は
、
国
立
大
村
病
院
副
院
山

模
様
替
え
及
び
解
体
な
ど
で
電
話
内
山
長
村
島
先
生
の
講
演
、
耳
鼻
科
医
山

機
、
内
外
電
話
線
の
移
転
を
必
要
内
山
師
の
検
診
、
ろ
う
学
校
専
門
教
師
~

と
す
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
は
H

山
の
教
育
相
談
な
ど
、
福
祉
問
題
に
山

電
話
機
な
ど
の
移
転
工
事
の
ど
希
h
~
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

望
予
定
日
の
一
週
間
ほ
ど
前
ま
で

M

M

ま
た
、
各
種
の
補
聴
器
の
装
用
川

に
お
忘
れ
な
く
お
申
込
み
下
さ
る
山
~
t導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

ょ
う
ど
協
力
下
さ

山
講
演
時
間
午
前
十
一
時
か
ら

電
報
電
話
局
「

に

な

り

ま

し

ょ甲つ。

て
下
さ
い
。

な
お
、
三
月
七
日
は
午
前
八
時

に
消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
(
十

五
秒
吹
鳴
、
六
秒
休
止
、
十
五
秒

吹
鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す
。

母
子
家
庭
に
貸
付
け

修
学
・
就
学
・
就
職
支
度
資
金

子
供
を
現
に
扶
養
し
て
お
ら
れ

る
母
子
家
庭
の
母
(
配
偶
者
が
精

神
も
し
く
は
身
体
の
障
害
に
よ
り

働
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
含

む
)
に
対
し
次
の
と
お
り
資
金
を

貸
付
け
ま
す
。

貸

付

額

④
修
学
資
金

高
校
三
千
円

i
四
千
円

大
学
六
千
円
1
一
万
一
千
円

各
種
学
校
三
千
円

⑨
就
学
支
度
資
金

高
校
二
万
円

大
学
三
万
円

①
就
職
支
度
資
金
三
万
円

※
昭
和
四
十
九
年
度
新
入
学
予
定

者
は
二
月
末
日
ま
で
、
予
約
貸

付
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
込
場
所
福
祉
事
務
所

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

市

民

畠
恥
ゾ

l
所
得
税
確
定
申
告
の
納
税
相
談
日

l

…
さ
き
に
、
電
話
機
な
ど
の
移
転

工
事
は
早
自
に
申
込
ま
れ
る
よ
う

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
た
納
税
相
談
の
ご
案
内
は
し
て
お
場
所
市
役
所
大
会
議
室

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
最
近
特
に

い
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
納
税
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
U

移
転
工
事
の
申
込
み
が
集
中
的
に

山

者

の

皆

さ

ん

の

便

宜

を

は

か

る

た

日

時

人

は

市

民

税

申

告

の

必

要

は

あ

山

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

山
め
次
の
と
お
り
納
税
相
談
を
行
い
三
月
六
日
(
水
)
大
村
地
区
り
ま
せ
ん
が
、
確
定
申
告
書
の
山

そ
の
た
め
に
急
に
申
込
ま
れ
て

ん
ま
す
の
で
是
非
こ
の
機
会
を
ど
利
七
日
(
木
)
西
大
村
地
区
「
住
民
税
、
事
業
税
に
関
す
る
山

も
、
ご
希
望
の
日
に
工
事
が
で
き

~

用

下

さ

い

。

八

日

(

金

)

出

張

所

地

区

事

項

」

欄

の

記

入

を

忘

れ

な

い

d

か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
は
日
時
を
指
定
し
午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
四
時
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

と
の
よ
う
な
こ
と
を
で
き
る
だ

憲

人
権
擁
護
委
員
に



(4) おおむ :ら

U 、

のよ

う

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
現
在

で
調
製
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
で
登

録
も
れ
の
人
は
縦
覧
期
間
中
に
申

し
出
て
下
さ
い
。

大
村
市
農
業
委
員
会
の
区
域
に
住

所
を
有
す
る
者
で

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
耕
作
の
業
務

を
営
む
者
及
び
同
居
の
親
族
又

は
そ
の
配
偶
者
で

一
年
間
に
、

市政だより昭和49年2月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

選
挙
習
字

コ
ン
ク
l

ル
の
作
品

募
集
を
実

施
し
ま
し

お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
の

業
務
に
縦
事
す
る
者

(
注
、
内
縁
関
係
の
委
や
内
縁

関
係
の
養
子
な
ど
は
、
含
ま
れ

ま
せ
ん
)

②
昭
和
二
十
九
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
れ
た
者

縦
覧
期
間
(
異
議
申
出
期
間
)

一
一
月
二
十
三
日

t
三
月
九
日

縦
置
場
所

大
村
市
選
挙
管
県
委
員
会
事
務
局

た
と
こ
ろ
小
学
校
千
百
八
十
八
点

中
学
校
二
百
ニ
十
五
点
、
、計
千
四

百
十
三
点
の
応
募
パ
が
あ
り
ま
し
た

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入

賞
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
特
選
、
入
選
の
作
品
は
、

市
役
所
玄
関
ホ
l
ル
及
び
中
地
区

住
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
掲
示
し
ま

す
の
で
ご
覧
下
室
い
。

⑨
小
学
校
一
年

特
選

富
永
修
司

(
中
央
)

入
選

山

岡

智

美

・
江
川
紀
子

(松
原
)
藤
吉
健
児

・
田
中
ひ
.

ろ
し
・
池
田
智
子
(
中
央
)
さ

と
う
み
か
(
三
城
)
大
し
ま
す

み
え
・
う
ら
山
ま
す
み
・
吉
田

け
い
子
(
竹
松
)

①
小
学
校
二
年

特
選
池
山
あ
き
よ
し
(
竹
松
)

入

選

川

原
ち
づ
る

・
中
村

健

(
大
村
)

森

山
秀
樹

・
山
わ
き

ま
さ
か
っ
・

有
木
浩
隆
(
竹
松
)

福
嶋
せ
い
子

・
田
中
克
佳

・
清

水
涼
子
(
松
原
)
福
江
美
和
(
西

大
村
)

①
小
学
校
三
年

特
選
池
田
由
紀
子
(
西
大
村
)

入
選

平
山
雅
子
(
竹
松
)
東
条

あ
か
ね
・
佐
藤
玲
子
(
三
城
)

笹
山
安
文

・
岩
田
惜
子

・
笹
田

雪

(
大
村
)
佐
々
木
健
一
(
松

原
)
福
田
美
和

(中
央
〉
永
野

ゆ
み
子
(
西
大
村
)

①
小
学
校
四
年

特

選

浜

附
美
雪

(
三
城
)

入

選

田

川

陽
子

(
三
城
)
牛
嶋

理
恵

・
雪
山
美
代
子

・
山
口
圭

介

・
堀
耕
造

(
竹
松
)
山
口
豊

子
(
西
大
村
)
谷
村
正
純
・
池

尾
徳
(
中
央
)
山
口
妙
子

(大

村
)

⑨
小
学
校
五
年

特

選

道

添
万
寿
美

(
竹
松
)

入
選

黒
川
利
恵
子

・
吉
田
利
恵

村鹿き:堀
)取・，池
松満船美
下公津子
明工博 (
弘、とう美竹
〈担・、松
西宮天 )
大 z野深
材金真浦
\""，;/~. 呉次ざ

大・つ:

①
小
学
校
六
年

特

選

三

根

邦
子

〈松
原
)

入

選

松

本
恵
子
・

谷
村
彰
彦

山
口
浩
美
(
中
央
)
堀
恭
嘉

池
田
文
子

・
吉
田
智
子

・
中
村

浩
子

(竹
松
)
上
野
真
由
美

(
大
村
)
馬
場
強
(
松
原
)

④
中
学
校
一
年

特
選

ー沖
野
順
子

(
西
大
村
)

入
選

緒
方
大
洋

・
田
崎
操

・
船

津
直
美

・
細
川
幸
枝

・
飛
口
真

由
美
・
草
村
敦
子
バ
西
大
村
〉

森
林
聴
子

・
増
元
恵
美
子

(玖

島
)
出
口
ひ
ろ
み

(萱
瀬
〉

④
中
学
校
二
年

特

選

前

川
美
紀
子

(郡
中
)

入
選

堤
ひ
と
み

・
猪
股
伸
子
・

松
田
知
子

(郡
中
)
田
中
顕
昭

山
口
純
且
(
萱
瀬
)
長
谷
川
範

子
・
山
口
紀
代
美
・
重
松
律
子

(一玖
岳
)
中
山
秀
嗣
(
西
大
村
)

①
中
学
校
三
年

特

選

一

ノ

瀬
利
子
(
玖
島
)

入

選

武

田

美

喜

・
宮
本
厚
子

(
玖
島
)
古
田
加
代
子
・
三
岳

和
久
・
朝
長
静
江
・
一
瀬
善
弘

(萱
瀬
)

佐

野
順
子

(
郡
中
)

伊
藤
浩

・
三
浦
裕

(西
大
村
)

.
電
気
釜
、
そ
こ
で
、
各
家
庭
で
も
電
気
器

、
ア
イ
ロ
ン
、
具
を
上
手
に
使
っ
て
電
気
使
用
の

ト
ー
ス
タ
ー
む
だ
を
な
く
し
、
合
理
的
な
生
活

冷
蔵
庫
、
テ
を
し
て
い
く
乙
と
が
、
ま
す
ま
す

レ
ビ
な
ど
、
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
九
州
電
力

私
た
ち
は
数
で
は
、
お
茶
、
お
花
な
ど
趣
味
の

多
く
の
電

気

グ

ル

ー
プ
や
ど
近
所
仲
よ
し
グ
ル

製
品
の
中
で

i
プ
の
集
り
の
場
所
に
お
伺
い
す

生
活
し

て

い

る

ホ

l
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ま
す
。
(
移
動
婦
人
電
気
教
室
)
を
開
講
し

と
乙
ろ
が
て
お
り
ま
す
。

今
は
石
油
危
ご
希
望
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ハ
ガ

機
に
よ
る
電

キ
か
電
話
で
住
所
、
代
表
者
名
、

力
不
足
が
予
グ
ル
ー
プ
名
を
左
記
へ
お
知
ら
せ

測
さ
れ
、
電
.

下
さ
い
。

会
費
は
無
料
で
す
。

気
に
限
ら
ず

九
州
電
力
(
株
)
大
村
営
業
所

す
べ
て
の
資
源
を
大
切
に
有
効
に
サ
ー
ビ
ス
担
当

使
う
よ
う
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

@
l二
一
七
一
l
一
三
七
三

家庭や公民館ヘ

一一移動婦人電気教室
お
宅
に
も
カ
ラ
フ
ル
な

カ

ラ

i
電
話
機
を

た
だ
い
ま
電
話
局
で
は
、
加
入

者
の
皆
様
か
ら
の
ご
希
望
に
よ
り

現
在
ど
使
用
中
の
黒
電
話
機
を
カ

ラ

l
電
話
機
に
取
り
替
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申

し
出
下
さ
い。

グ
リ
ー
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
・

グ
レ

ー
の
三
色
用
意
し
て
い
ま
す
。

四割

老
人
j

を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

登
録
も
れ

な

明るく正しい選挙

習字コンクール

入賞者発表グ
く村象生の小
正市に徒児中市
し明、を 童学内
いる大 対 ・ 校の

市

民

な
お
、
取
り
替
え
に
つ
い
て
の

費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

電
話
機
一
台
ご
と
に
二
千
円

毎
月
の
使
用
料

現
在
の
使
用
料
の
他
に
一
台
ご

と
に
五
十
円

電
報
電
話
局

憲

章
)
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水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ま
令
。
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一
お
し
ら
せ

3
e
一

一

R
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@
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
一
年
四
R
'
一
日
ま
で

に
生
れ
た
者

第
一

次
試
験

三

月

三
日
(
日
)

申
込
期
間
二
月
二
十
八
日
ま
マ

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

募

集

置

市

職

員

を

募

集

職
種

市
文
保
育
所
に
勤
務
す
る

保
母

受
験
資
格

⑦
学
歴
は
間
わ
な
い
が
高
等
学
校

密

保

育

所

入

所

児

童

を

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

募

集

で
、
保
母
の
資
格
を
有
す
る
者

新

年

度

の
保
育
所
入
所
児
童
を

又
は
昭
和
田
十
九
年
三
月

三

十

次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
日
ま
で
に
保
母
資
格
を
取
得

入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員

見
込

み

の

者

池

田

保
育
所

・
中
央
保
育
所

@
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し育所 先 庭 で 四か浦宣松町 域
く所申 でき 月ば保寺保保保
はに 請福保 る 一保育保育育育
福あ 書 祉育 基 日育園育園所所
社りは事に 準 閲圏 ・ 薗 ・
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ム ムム ム 共 ム
業大に妙る本る 長 岡 匿に医は
員村よ宣浄経浄安募 名よ療交
は j寄 る寺財 寺財寺 金 氏り機通
金カ浄立を 寒 を 寒 へ か贈 関事
ー ン財正 行行 ららに故
封トを同 団団 金れ搬 に
を リ 心でで ~ tこ送よ
l 会はは 封報さる
クで 寒寒 を償れ負
ラは行行 金た傷
ブ寒 lとに を善者
従行よよ 意を

圏

幼

児
、
児
童
、

生

徒

募

集

学
校
名

県
立
ろ
う
学
校
(植
松
郷
)

T
E
L
@
|
二
四
四
四

県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

佐
世
保
市
小
舟
町
六

O

T
E
L
佐
世
保
⑮
l
O八
八
一

募
集
対
象
及
び
人
員

O
幼
稚
部
:
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

幼
児

(
四
l
五
歳
)

※
三
歳
児
に

つ
い
て
は
認
可
申
詰

中
で
す
が
願
書
は
受
付
け
ま
す

O
小
学
部

一
年
:
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
児
童

O
小
学
部
二
年

l
六
年

O
中
学
部
一
年

l
三
年

O
高
等
部

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童

@
生

徒
で
転
入
学
を
希
望
す
る
も
の

O
人
員
は
制
限
な
し

入
学
手
続

入
学
願
書
と
戸
籍
謄

本
一
通
を
二
月
二
十
日
ま
で
に

学
校
長
あ
て
に
提
出

入
寮
、
入
舎
手
続

O
児
童
福
祉
施
設
「
言
泉
寮
」
に

入
寮
希
望
者
は
児
童
保
護
願
を

児
童
相
談
所
長
あ
て
に
早
自
に

提
出
す
る
こ
と
(
市
福
祉
事
務

所
に
連
絡
し
て
下
さ
い
)

O
寄
宿
舎
に
入
会
希
望
者
は
入
舎

願
を
入
学
ま
で
に
学
校
長
あ
て

に
提
出

※
詳
し
く
は
直
接
学
校
へ

J買

i苦

.A. 
コヨZ

圏
教
育
講
演
会

「親
の
悩
み
子
の
悩
み
」

二
月
二
十
八
日
(木
)

午
後
二
時

市
民
会
館

教
育
評
論
家

と

ね

だ

ち

万
称
館
正
也
先
住

講
師
は
元
教
師
、
市
議
、
西
宮

市
教
育
長
を
陪
任
、
有
名
な
ラ
ン

ド
セ
ル
廃
止
問
題
を
は
じ
め
、
つ

ね
に
教
育
改
革
の
先
駆
者
と
し
て

実
践
を
通
し
て
教
育
の
本
質
を
追

日
時

場
所
講
師

民

憲

章
)

'
求
し
て
き
た
方
で
、
五
年
前
、
本

市
で
の
講
演
も
大
好
評
で
し
た
。

入
場
整
理
券

会
場
整
理
の
た
め
入
場
整
理
券

(無
料
)
を
市
内
小

・
中
学
校
P

T
A
、
事
務
局

(小

・
中
学
校
内
)

市
内
各
地
区
婦
人
会
長
宅
ま
た
は

市
社
会
教
育
課
で
発
行
し
ま
す
。

枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

早
自
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

主
催

市
教
育
委
員
会
、
市
P
T

A
連
合
会
、
市
連
合
婦
人
会

瞳
「
日
本
の進
路
を
語
る
」

国
際
問
題
講
演
会

出
東
問
題
は
今
や
日
本
は
も
と

よ
り
全
世
界
に
波
紋
を
投
げ
か
け

て
お
り
ま
す
。
乙
の
時
期
に
認
識

を
深
め
る
た
め
に
も
、
こ
の
現
状

を
詳
し
く
調
査
し
て
お
ら
れ
る
講

師
を
招
き
、
講
演

・
座
談
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
二
日
(
金
〉

午
後
一

時
三
十
分

市

民

会

館

(ご
婦
人
方
を
中
心
に
)

午
後
七
時

中

地

区

公
民
館

(
友
の
会
会
員
な
ら
び
に
一

般

の
方
の
座
談
会
)

主
催

国
民
外
交
協
会

大
村
国
民
外
交
友
の
会

講
師

外
務
省
調
査
部

企
画
課
長
後
藤
利
雄
氏



(6) 

試

験

り

圃
測
量
士
・
測
量
士
補

試

験

むおお

受
験
資
格

年
齢

・
性
別

・
学
歴

-
実
務
経
験
な
ど
に
関
係
な
く

受
験
で
き
ま
す
。

試
験
方
法

測
量
士
・
測
量
士
補

と
も
筆
記
試
験
で
す
。

試
験
日
時
五
月
二
十
六
日

受
験
手
続

ω提
出
書
類
受
験
願
書
一
部

凶
願
書
受
付
期
間
二
月
二
十
日

ー
三
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
諌
早
土
木
事
務
所
へ

市政だより白
川

「「
J
V

川
川

月
川

円
/
」
川
川

年
川

n
u
d
川
川

A
l
川

和
川
昭
川

催
し
も
の

圃

市

民

音

楽

祭
午
後
一
時

日
時

三
月
三
日

場

所

市

民
会
館

入
場
料

無
料

種
目
コ
ー
ラ
ス
・
邦
楽
・

器
楽

演
奏
な
ど

講

習

会

国

手

話

講

習

会

大
村
市
ろ
う
あ
協
会
手
話
サ
!

ク
ル
で
は
次
の
と
お
り
手
話
講
習

会
を
開
き
ま
す
。

あ
な
た
の
余
暇
を
ろ
う
あ
者
の

福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
六

t
八
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
一

階

受
講
料

無
料

※
申
込
み
、
そ
の
他
詳
し
く
は
市

福
祉
事
務
所
内
村
崎
へ

池
田
道
場

日

時

午

後
六

t
八
時

毎
週
火

・
木

・
土
曜
日

場
所

池
田
住
宅
公
民
館

月
会
費

空
手
道
教
室
と
向
じ

函

初

心

者ピ
ン
ポ
ン
教
室

三
月
五
日
ま
で

毎
週
火
曜
臼

午
後
六
時
l
八
時

場
所

市
民
体
育
館

募
集
人
員

制
限
な
し

特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

参
加
料
そ
の
他

無
料
。
用
具
は

不
要
で
す
が
運
動
靴
持
参
の
乙
と

申
込

毎
週
火
曜
日
は
体
育
館
で

そ
の
他
の
日
は
市
教
育
委
員
会

体
育
課

の

他

一

ζ

お
り

一

奈
良
時
代
か
ら
郡
七
山
十
坊
と

一
呼
ば
れ
た
寺
院
が
建
ち
な
ら
び
、

一
仏
教
文
化
の
花
を
咲
か
せ
た
と
い

町

ζ

お
り

一
う
郡
の
中
心
穀
倉
地
帯
を
眼
下
に

一
見
下
ろ
し
、
白
壁
の
へ
い
を
め
ぐ

一
ら
し
た
乙

の
妙
宣
寺
は
、
さ
な
が

一
ら
、
大
村
の
北
の
砦
、
法
城
の
観

一
を
呈
す
る
。

せ
ん

一

慶
長
七
年

(
一
六
O
三
年
)
仙

団

じ
よ
う
い
ん
に
ち
じ
ゅ
ん

一
乗
院
日
順
上
人
の
開
基
と
伝
う
。

一

日

順
は
、
本
経
寺
開
山
日
真
と

一
と
も
に
朝
鮮
の
役
に
肥
後
本
妙
寺

一
の
僧
と
し
て
加
藤
清
正
に
従
い
、

回

よ
し
あ
き

一
陣
中
で
大
村
喜
前
と
じ
っ
こ
ん
の

深に大
重品村
山3の
妙2社
宣i寺
寺;(12)

~ 

公
害
J

や
交
通
事
故
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
冗

市

ス

オミ

‘Y 

園
空
手
道
教
室

日

時

三

月
か
ら

午
後
五

t
七
時
(
土
)

午
後
三

l
五
時
(
日
)

場
所

市
民
体
育
館
体
育
室

募
集
人
員

制
限
な
し

申
込

随
時
体
育
館
道
場
で
受
付

月
会
費

小
学
生
五
百
円

中
学
生
七
百
円

高
校
生
八
百
円

一

般

千
円

(
入
会
金
、
年
度
会
費
合
む
)

講

師

四

段
三
根
富
多

指
導
員

初

段

松

尾

健

初

段

谷

山
光
明

道

場

開

二
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
一
時

池
田
道
場
、
大
村
航
空

隊
空
手
部

演
武

日期
時間

圏
第
四
期
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

市
民
体
育
館

一
一
月
下
旬

t
五
月
下
旬

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時

l
正
午

募
集
人
員

三
十
名

(先
着
順
)

特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

参
加
料

無
料

申

込

二

月
末
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
込

ん
で
下
さ
い
。

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

日期場
時間所

そ

園
公
衆
浴
場
の

営
業
時
間
変
更

石
油
、
電
力
な
ど
の
節
減
の
た

め
、
公
衆
浴
場
の
営
業
時
閣
を
次

の
と
お
り
短
縮
し
ま
し
た
。

入
浴
は
閉
庖
時
三
十
分
前
ま
で

に
入
場
願
い
ま
す
。

所 !浴場 開庖時間閉庖時間|休 日

本小路621福の湯|12:dld:ot|毎週木掴
丙木町(上波止)1毒湯 115: 00 1 24: 00 1 // 月H

匠巴Z里|主主I~旦|三三旦に竺こ
抗出津3区|松湯 I17: 00 I 22: 00 1//火H

諏訪町|亀湯 11 7 : 00 1 21 : 00 1 //火 H

竹松本町 |竹松湯1 17: 00 1 22: 00 1第 ;日 H

闘
三
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

O
一
日
か
ら
二
日
ま
で

O
四
日
か
ら
九
日
ま
で

O
十
一
日
か
ら
十
六
H
ま
で

O
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

O
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で

民

間
柄
と
な
っ
た
。
の
ち
、
大
村
に
一

招
か
れ
、
法
華
宗
の
布
教
に

っ
と
一

め

る

よ

う

に

な

っ

た

。

一

は
じ
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
焼
却

一

ご
〈
ら
く
じ

目

さ
れ
た
極
楽
寺
の
跡
(
九
電
社
古

一

せ
ん
じ
よ
う
い
ん

E

と
国
道
の
間
付
近
)
に
仙
乗
院
と
一

あ
ん
で
ら

-

い
う
庵
寺
を
建
て
、
大
村
家
の
祈

一

願
所
と
し
た
が
、
こ
の
地
は
宿
場

一

や
街
道
に
近
す
ぎ
、
水
の
便
も
悪

一

か
っ
た
の
で
、

別
に
、
清
浄
の
地

一

を
見
立
て
、

慶
長

十
九
年
(
一
一

六

一
四

年

)
矢
上
郷
の
現
在
地

一

に
堂
塔
を
建
立
し、

深
重
山
妙
宣

一

寺
と
号
し
た
。
日
順
は
も
っ
ぱ
ら
一

ほ

っ

け

〈

ど

〈

司

法
華
宗
の
功
徳
を
説
き
、
民
衆
の
一

教
化
に
当
っ
た
。
と
く
に
、
西
彼
一

杵
郡
内
海
一
帯
の
布
教
に
は
功
労
一

多
く
、
大
村
法
華
と
い
わ
れ
る
ほ
一

ど
宗
門
の
隆
盛
を
招
い
た
。
そ
の
一

こ
ろ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
残
徒
が
裏

一

山
か
ら
大
石
を
転
が
し
、
乙
の
寺
一

を
押
し
つ

ぶ
そ
う
と
し
た
事
件
が

一

た
ん
と
う
せ
き

劃

あ
り
こ
の
石
は
「
丹
投
石
」と
呼
ば

一

れ
、
今
も
境
内
に
残

っ
て
い
る
。
一

当
寺
三
世
智
光
院
臼
良
の
代
に
一

本
経
寺
と
本
末
の
争
い
が
お
こ
り
一

そ
し
よ
う

圃

双
方
訴
訟
に
及
ん
だ
が
、
つ
い
に
一

本
経
寺
を
本
寺
に
、
妙
宣
寺
を
末
一

寺
八
ヵ
寺
の
筆
頭
に
と
き
ま
っ
た
一

な
お
、
乙
の
寺
に
は
、
四
面
菩
一

薩
像
、
六
地
像
、
喜
前
の
書
簡
な
一

し
，
つ
ん

・

ど
の
寺
宝
や
天
平
年
閣
の
「
紫
雲
一

ぎ
ん
え
ん
み
よ
う
じ

日

山
延
命
寺
」
の
標
石
が
あ
る
。

一

憲

tz・)
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